
健康な高齢者の咀嚼
－年齢と歯の状態が咀嚼挙動に及ぼす影響の解明－

機能性

研究の特徴
近年，高齢者用食品が注目されている． 咀嚼（そしゃく）筋筋電図により，物性の異なる食品咀嚼を観察．
若年者と高齢者の比較 → 加齢の影響解明
高齢者内で，Functional Unit（”ＦＵ“：上下組の臼歯数）の比較 → 歯の状態の影響解明

筋電図測定の電極位置 咀嚼筋筋電図の例 Ｂで噛み始めＥで終了．Ｓは嚥下．

右咬筋(RM) 左咬筋(LM)

右側頭筋(RT) 左側頭筋(LT)
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ＦＵ高 7-10

ＦＵ中 3-6

ＦＵ低 0-2

６食品の
平均値

高齢者と若年者の各種食品咀嚼時の比較 高齢者の歯の状態と筋電図パラメータ

① 高齢者は，咀嚼１回当たりの筋力低下を咀嚼時間で補う．
② 各食品の相対的食べにくさは，どの被験者群においても共通．
③ 加齢による咀嚼能力低下よりも，ＦＵ減少による咀嚼挙動の変化の方が顕著．
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